
1  

www.aap.or.jp             ©A&A Partners.2015 

a 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＩＩ
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株
式
会
社
日
本
取
引
所
グ
ル

ー
プ
（
以
下
、
「
日
本
取
引
所
」
）

の
斉
藤
惇
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
３
月
31
日

の
定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
「
最

近
の
新
規
公
開
を
巡
る
問
題
と

対
応
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
同

日
、
自
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に

掲
示
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
最
近
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
事
例

に
お
い
て
、
新
規
公
開
会
社
の
経

営
者
に
よ
る
不
適
切
な
取
引
な

ど
、
新
規
公
開
に
対
す
る
株
主
・

投
資
家
の
信
頼
を
損
な
い
か
ね
な

い
事
例
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
の
も
の
で
す
。 

日
本
取
引
所
の
問
題
意
識
と
対

応
の
内
容
は
以
下
の
３
点
に
な
り

ま
す
。 

第
一
に
、
新
規
公
開
会
社
の
経

営
者
に
よ
る
不
適
切
な
取
引
へ
の

対
応
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
経
営
者
の

不
適
切
な
取
引
に
つ
い
て
、
上
場

審
査
を
強
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、

上
場
申
請
会
社
の
経
営
者
・
社
外

役
員
等
に
対
し
て
、
不
適
切
な
取

引
防
止
の
た
め
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
応

す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

第
二
に
、
上
場
直
後
の
大
幅
な

修
正
へ
の
対
応
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
上
場
時
に

公
表
さ
れ
る
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
前
提
条
件
や
そ
の
根
拠
の
適

切
な
開
示
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
対
応
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
上
場
直
後
に
業
績
予
想

の
修
正
開
示
を
行
う
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
に
関
す
る
特
に
丁
寧
な
説

明
を
要
求
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

第
三
に
、
上
場
時
期
の
集
中
へ

の
対
応
で
す
。
平
成
26
年
は
、
年

間
計
80
社
の
新
規
上
場
（T

O
K
YO 

P
R
O
 
M
a
r
ke
t

に
上
場
し
た
３
社

を
含
む
）
の
う
ち
28
社
の
上
場
が

12
月
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
上
場
予
定

時
期
に
つ
い
て
、
東
京
証
券
取
引

所
に
お
け
る
集
計
及
び
周
知
を

通
じ
て
全
体
日
程
を
共
有
し
、
集

中
緩
和
を
要
請
す
る
と
し
て
い

ま
す
。 

非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、

今
回
の
こ
の
問
題
意
識
と
対
応

が
、
単
に
日
本
取
引
所
の
決
意
表

明
で
あ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

同
様
の
内
容
の
文
章
を
日
本
証

券
業
協
会
と
日
本
公
認
会
計
士

協
会
に
対
し
て
通
知
し
て
い
る

こ
と
で
す
。 

ま
ず
、
日
本
証
券
業
協
会
に
対

し
て
は
、
上
記
３
点
の
問
題
意
識

と
対
応
を
述
べ
た
上
で
、
協
会
員

で
あ
る
引
受
証
券
会
社
へ
の
周

知
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
新
規
公
開
に
お
け
る
引
受
審

査
に
際
し
、
経
営
者
の
法
令
遵
守

に
対
す
る
意
識
や
、
利
益
計
画
の

策
定
根
拠
の
妥
当
性
等
に
つ
い

て
厳
正
な
審
査
を
行
う
こ
と
を
、

引
き
続
き
引
受
証
券
会
社
に
求

め
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま
す
。 

日
本
公
認
会
計
士
協
会
に
対

し
て
は
、
同
様
の
問
題
意
識
と
対

応
を
述
べ
た
上
で
、
会
員
で
あ
る

公
認
会
計
士
及
び
監
査
法
人
へ

の
周
知
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
規
公
開
会
社
の
経
営
者

に
よ
る
不
適
切
な
取
引
へ
の
対

応
の
実
効
性
の
確
保
に
は
、
公
認

会
計
士
及
び
監
査
法
人
の
適
切

な
監
査
の
実
施
や
不
正
リ
ス
ク

へ
の
適
切
な
対
応
が
欠
か
せ
な

い
と
し
て
、
監
査
実
務
の
点
検
や

実
効
性
の
確
保
に
引
き
続
き
取

り
組
む
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。 

日
本
取
引
所
が
日
本
証
券
業

協
会
や
日
本
公
認
会
計
士
協
会

に
こ
の
よ
う
な
注
意
喚
起
を
行

う
の
は
異
例
と
言
え
、
そ
の
本
気

度
が
伺
え
ま
す
。 

な
お
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会

の
森
公
高
会
長
は
こ
れ
を
受
け
、

４
月
２
日
に
会
員
に
対
し
Ｉ
Ｐ

Ｏ
監
査
へ
の
注
意
喚
起
を
促
し

た
文
書
を
、
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
上
で
公
表
し
て
い
ま
す
。 

  

 

      

 

◆
東
京
都
、
創
業
活
性
化
特
別
支

援
事
業
を
開
始 

東
京
都
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
創
業
活
性
化
特
別
支
援
事
業

を
開
始
し
ま
す
。
東
京
都
中
小

企
業
振
興
公
社
に
総
額
１
０
０

億
円
の
基
金
を
設
置
し
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
事
業
者

向
け
の
支
援
と
創
業
予
定
者
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。（
３
月
16

日
） 

◆
東
京
都
、
女
性
・若
者
・シ
ニ
ア

の
創
業
支
援
策
を
拡
充 

東
京
都
は
、
起
業
・
創
業
施
策

と
し
て
平
成
26
年
５
月
に
ス
タ

ー
ト
し
た
、
女
性
・
若
者
・
シ
ニ

ア
創
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
支
援
内

容
を
拡
充
し
ま
す
。
融
資
限
度
額

を
、
現
在
の
１
０
０
０
万
円
以
内

か
ら
５
０
０
万
円
増
の
１
５
０
０

万
円
以
内
に
引
き
上
げ
ま
す
。
融

資
対
象
も
、
創
業
時
点
か
ら
５
年

目
ま
で
追
加
融
資
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。（
３
月
18
日
） 

◆
近
畿
経
済
産
業
局
、
女
性
の
起

業
を
支
援 

近
畿
経
済
産
業
局
は
、「
女
性
起

業
家
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
女
性

に
よ
る
起
業
を
支
援
し
ま
す
。
平

成
26
年
度
か
ら
３
年
間
集
中

し
て
実
施
し
、
成
長
志
向
の
女
性

起
業
家
を
２
０
０
人
以
上
発
掘
す

る
と
し
て
い
ま
す
。（
３
月
25
日
） 

会社名 ㈱エナリス
㈱ジャパン
ディスプレイ

㈱gumi

市場 東Ｍ 東一 東一
上場月 平成25年10月 平成26年3月 平成26年12月

問題事例
平成26年12月、
不適切な会計処
理が判明

上場後、１年間
で業績予想を３
度下方修正

上場後、大幅な
下方修正で営業
赤字転落
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【第 6回】 

『酒樽の栓が抜けたときには、誰しも

慌てふためいて閉め直す。一方で、

底が緩んで少しずつ漏れ出すのに

は、多くの者が気がつかないでいた

り、気がついてもあまり大騒ぎはしな

い。しかし、樽の中の酒を保とうとす

るには、栓よりも底漏れの方を大事と

見なければならない。』 

岩崎 弥太郎 

第６回の偉人の名言は、土佐

国（現在の高知県安芸市）出身

三菱財閥の創業者で初代総帥の

岩崎弥太郎によるものです。父

親が地下浪人で、貧しい中から

一代で大財閥の礎を築いた彼ら

しい素晴らしい名言です。 

突発的に大きなミスが起こ

り、損失が生じた場合には、そ

の穴埋めを急いで行い、２度と

そのようなミスが起こらないよ

う徹底的に再発防止策を講じる

ことでしょう。でも、岩崎弥太

郎は、それは本質ではないと警

鐘を鳴らしているのです。 

本当に取り返しのつかない問

題となってしまう事態は、酒樽

の底漏れのように徐々に徐々に

進行しているものです。これに

常に注意していなければ、経常

的な利益の獲得や事業の継続性

は確保できません。酒樽の底漏

れをチェックする内部管理体制

やコーポレートガバナンスの重

要性を彼はしっかりと認識して

いたのです。 

 

 

平
成
27
年
１
月
～
３
月
の
新
規
上
場
会

社
数
は
前
年
比
９
社
増
の
21
社
と
な
り
ま

し
た
。
初
値
に
つ
い
て
は
、
前
年
に
引
き
続

き
好
調
を
保
ち
、
20
勝
１
敗
と
な
り
ま
し

た
。
市
場
区
分
と
し
て
は
、
二
部
１
社
、
Ｊ

Ｑ
（
Ｓ
）
３
社
、
東
Ｍ
17
社
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
特
に
東
Ｍ
の
増
加
が
著
し
く
、

前
年
比
３
倍
超
と
な
っ
て
お
り
（
前
年
５

社
）
、
全
体
の
８
割
超
を
占
め
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
売
上
水
準
及
び
利
益

水
準
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
が
、
今
回
上
場

し
た
会
社
の
多
く
が
、
比
較
的
中
小
規
模

で
、
成
長
性
の
あ
る
会
社
で
あ
る
こ
と
が
理

由
で
す
。
一
方
、
毎
年
１
月
～
３
月
に
上
場

の
多
い
市
場
で
あ
る
一
部
へ
の
新
規
上
場

会
社
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
上
場
し
た
会
社
の
中
で
、
唯
一
水

産
・
農
林
業
で
二
部
に
上
場
し
た
㈱
ホ
ク
リ

ヨ
ウ
に
つ
い
て
、
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 ㈱

ホ
ク
リ
ヨ
ウ
は
、
北
海
道
札
幌
市
に
本

社
を
置
き
、
北
海
道
で
鶏
卵
の
生
産
・
販
売

及
び
畜
肉
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
の
北
海
道
の
採
卵
鶏
飼
養
羽
数
５
百
25

万
羽
に
対
し
て
、
こ
の
会
社
の
養
羽
数
は
実

に
２
百
52
万
羽
（
シ
ェ
ア
約
48
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
会
社
の
大
き
な
特
徴
は
、
生
産
・
販

売
体
制
の
「
一
貫
性
」
と
「
安
全
性
」
で
す
。

ま
ず
、
「
一
貫
性
」
で
す
が
、
競
合
の
多
く

が
問
屋
を
通
す
の
に
対
し
て
、
生
産
か
ら
流

通
会
社
（
取
引
先
）
へ
の
販
売
ま
で
自
社
で

一
貫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
常
の

生
産
者
が
産
卵
開
始
前
の
雛
を
外
部
か
ら

購
入
し
て
飼
育
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
会

社
で
は
専
用
の
育
成
農
場
を
保
有
し
、
孵
化

し
た
ば
か
り
の
雛
か
ら
自
社
に
て
育
成
す

る
な
ど
独
自
性
豊
か
な
生
産
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
次
に
「
安
全
性
」
で
す
が
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
防
備
す
る
ウ
イ
ン

ド
レ
ス
鶏
舎
構
造
の
採
用
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
、
卵
１
つ
１
つ
に
賞
味
期
限

と
５
ケ
タ
の
数
字
を
印
字
し
た
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
制
度
の
採
用
な
ど
、
安
全
面
を
追

求
し
た
制
度
を
構
築
し
て
い
ま
す
。 

食
に
対
す
る
安
全
が
要
求
さ
れ
る
現
在

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
会
社
が
上
場
を
果

た
し
、
さ
ら
な
る
成
長
を
果
た
す
こ
と
は
Ｉ

Ｐ
Ｏ
に
携
わ
る
者
と
し
て
嬉
し
い
限
り
で

す
。 

市場 上場日 社名 業種 売上 利益 公募 初値

東2 2/20 （株）ホクリヨウ 水産・農林業 13,239 54 460 501

東M 2/12 KeePer技研（株） サービス業 5,229 262 2,120 3,160

東M 2/18 ファーストブラザーズ（株） 不動産業 3,297 (254) 2,040 2,090

東M 2/18 （株）ファーストロジック サービス業 577 158 1,770 2,700

東M 2/19 （株）ALBERT 情報・通信業 647 94 2,800 6,040

東M 2/23 シリコンスタジオ（株） 情報・通信業 7,264 395 4,900 9,900

東M 3/17 （株）コラボス 情報・通信業 1,357 84 3,620 8,600

東M 3/19 （株）ショーケース・ティービー 情報・通信業 887 139 1,800 5,290

東M 3/19 （株）ヒューマンウェブ 小売業 3,164 153 1,800 2,010

東M 3/24 （株）ＲＳ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 金属製品 3,475 524 2,750 2,100

東M 3/24 （株）イード サービス業 3,206 261 1,400 2,050

東M 3/24 ファーストコーポレーション（株） 建設業 7,187 162 1,600 2,000

東M 3/25 （株）Aiming 情報・通信業 2,626 (210) 920 1,032

東M 3/25 （株）ハウスドゥ 不動産業 13,309 155 3,600 5,300

東M 3/26 （株）日本動物高度医療センター サービス業 1,481 86 1,130 1,630

東M 3/26 （株）プラッツ その他製品 4,500 179 3,260 5,550

東M 3/26 （株）モバイルファクトリー 情報・通信業 1,553 68 1,410 2,812

東M 3/27 （株）sMedio 情報・通信業 769 49 2,520 4,000

JQ(S) 3/17 （株）エムケイシステム 情報・通信業 674 123 3,500 15,120

JQ(S) 3/19 （株）エスエルディー 小売業 3,895 94 1,650 1,903

JQ(S) 3/25 シンデン・ハイテックス（株） 卸売業 38,393 422 2,740 3,075

・ 合計21社(前年同期12社)。公募＜初値の割合95％。
・ 売上及び利益は百万円単位、公募及び初値は円単位。
・ なお、市場変更や既上場会社の株式交換による持株会社上場等は除外。
・ 売上及び利益は上場直前期の金額を記載している。なお、利益は当期純利益を記載している。



3  

www.aap.or.jp             ©A&A Partners.2015 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

株
主
名
簿
管
理
人
の
設
置
お
よ
び
選

定
時
の
ポ
イ
ン
ト 

株
主
名
簿
管
理
人
（
証
券
代
行
機
関
と

も
い
う
）
は
株
主
名
簿
の
管
理
を
代
行
す

る
信
託
銀
行
や
専
門
機
関
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。(

会
社
法
第
１
２
３
条)

。 

非
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
名
簿

の
管
理
は
自
社
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
一

般
的
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
式
の
上

場
（
申
請
）
に
際
し
て
各
証
券
取
引
所
の

要
件
に
基
づ
い
て
、
株
主
名
簿
管
理
人
を

選
定
（
内
定
）
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

株
主
名
簿
管
理
人
は
、
株
式
発
行
会
社

の
代
理
人
と
し
て
株
主
名
簿
の
作
成
管
理

や
配
当
処
理
等
の
株
式
に
関
す
る
事
務
を

行
う
ほ
か
、
新
株
予
約
権
原
簿
の
管
理
、

株
主
総
会
の
準
備
・
運
営
に
つ
い
て
の
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

株
主
名
簿
管
理
人
の
設
置
は
定
款
に
記

載
す
る
事
項
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
各

信
託
銀
行
や
東
京
証
券
代
行
㈱
、
日
本
証

券
代
行
㈱
お
よ
び
㈱
ア
イ
・
ア
ー
ル 

ジ
ャ

パ
ン
の
み
、
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
を
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。(

東
京
証
券
取
引
所

「
有
価
証
券
上
場
規
程
施
行
規
則
」
２
１

２
条
８
項
等)

。 

な
お
、
株
式
発
行
会
社
は
、
定
款
の
株

主
名
簿
管
理
人
設
置
の
定
め
に
基
づ
き
、

株
式
取
扱
規
程
に
お
い
て
具
体
的
な
株
主

名
簿
管
理
人
の
内
容
を
記
載
し
ま
す
。 

一
般
的
に
、
株
主
名
簿
管
理
人
は
株
式

上
場
後
の
株
主
数
や
株
式
事
務
取
扱
量
に

応
じ
た
証
券
代
行
手
数
料
を
収
受
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
場
前

は
か
な
り
安
価
な
手
数
料
の
設
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
株
式
上
場
前
の
コ

ス
ト
は
ど
の
株
主
名
簿
管
理
人
を
選
定
し

て
も
、
大
差
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
株
式
上
場
後
の
証
券

代
行
手
数
料
金
額
そ
の
も
の
の
高
低
や
そ

の
体
系
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
（
株
主
名

簿
管
理
人
業
務
の
質
や
、
関
連
す
る
Ｉ
Ｒ･

Ｓ
Ｒ
業
務
へ
の
展
開
力
）
は
各
株
主
名
簿

管
理
人
に
よ
っ
て
、
大
き
く
異
な
り
ま
す
。 

従
っ
て
、
株
主
名
簿
管
理
人
の
選
定
に

お
い
て
は
、
各
株
主
名
簿
管
理
人
の
特
徴

を
十
分
把
握
し
た
う
え
で
、
決
定
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。 

株
式
会
社
ア
イ
・
ア
ー
ル 

ジ
ャ
パ
ン 

川
田
豊
和
氏

に
、
株
主
名
簿
管
理
人
の
設
置
お
よ
び
選
定
時
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

株
式
会
社
ア
イ
・ア
ー
ル 

ジ
ャ
パ
ン 

証
券
代
行
営
業
部 
担
当
部
長 

 

川
田 

豊
和 

（か
わ
だ 
と
よ
か
ず
） 

株
式
公
開
企
業
の
皆
さ
ま
の
Ｉ
Ｒ
・Ｓ
Ｒ
（株
主

関
連
）
を
総
合
的
に
支
援
す
る
日
本
最
大
の
専
門

会
社
。
平
成
24
年
４
月
、
40
年
ぶ
り
に
証
券
代

行
事
業
に
新
規
参
入
を
果
た
す
。 

【お
問
合
せ
】 

k
aw

ad
a-

to
yo

k
azu@

irjapan.co
.jp 

平
成
27
年
度
税
制
改
正
関
連
法
公
布 

-

当
期
も
ま
た
法
定
実
効
税
率
が
変
更
に- 

平
成
27
年
度
度
税
制
改
正
関
連
法
が
、
３

月
31
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
改
正
に
よ
り
、
法
人
税
率
は
、
平
成
27

年
４
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
（
以
下
「
平

成
27
年
度
」）
よ
り
２
３
．
９
％
に
引
下
げ

ら
れ
ま
す
（
改
正
前
２
５
．
５
％
）。
ま
た
、

事
業
税
率
は
、
付
加
価
値
割
及
び
資
本
割
が
引

上
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
所
得
割
は
、
平
成
27
年

度
３
．
１
％
、
平
成
28
年
度
１
．
９
％
と
、

段
階
的
に
引
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
（
い
ず
れ
も
標
準
税
率
）。 

税
効
果
会
計
で
は
、
決
算
日
現
在
公
布
さ
れ

て
い
る
税
法
に
基
づ
き
法
定
実
効
税
率
を
算

定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
３
月
決
算
会
社

は
、
こ
の
決
算
に
お
い
て
、
新
し
い
法
定
実
効

税
率
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
期

の
決
算
で
も
、
昨
年
の
税
制
改
正
で
復
興
特
別

法
人
税
の
前
倒
し
廃
止
が
決
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
法
定
実
効
税
率
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
繰
延
税
金
資
産
・
負
債
の
額
が
大
き
い
企

業
に
は
、
毎
期
重
要
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。 

な
お
、
事
業
税
に
関
し
て
は
、
各
地
方
自
治

体
が
、
こ
の
改
正
に
伴
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条

例
に
よ
り
税
率
を
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
決
算
日
現
在
で
、
改
正
税
法
は
公

布
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
条
例
の
方
は
ま
だ
公

布
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
起
こ
り

得
ま
す
。
実
際
に
、
東
京
都
の
場
合
、
平
成
27

年
度
の
税
率
を
定
め
た
条
例
の
公
布
日
は
４

月
１
日
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
の
税
率
に
至

っ
て
は
未
定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

過
去
の
標
準
税
率
と
超
過
税
率
の
差
分
や
改

正
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
超
過
分
か
ら
新
税

率
を
見
積
も
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

東
京
証
券
取
引
所
の
決
算
短
信

作
成
要
領
が
改
正
さ
れ
、
平
成
27

年
３
月
31
日
以
後
に
終
了
す
る
通

期
決
算
に
係
る
決
算
短
信
か
ら
「
会

計
基
準
の
選
択
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
」の
開
示
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。作
成
要
領
に

よ
る
と
、「
例
え
ば
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の

適
用
を
検
討
し
て
い
る
か（
そ
の
検

討
状
況
、
適
用
予
定
時
期
）
な
ど
を

記
載
す
る
」
と
の
こ
と
で
す
。「
会

計
基
準
の
選
択
」
と
は
言
う
も
の
の
、
日
本
基

準
や
米
国
基
準
を
採
用
し
て
い
る
理
由
等
で

は
な
く
、
ど
う
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
検
討
状
況
を

記
載
す
る
よ
う
例
示
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
こ
の
開
示
ル
ー
ル
が
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
任
意

適
用
企
業
を
増
や
す
と
い
う
政
府
の
方
針
に

基
づ
き
要
請
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。 

平
成
26
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
日
本
再

興
戦
略
』
改
訂
２
０
１
４-

未
来
へ
の
挑
戦-

」

で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
任
意
適
用
企
業
の
拡
大
促

進
策
の
一
つ
と
し
て
、「
上
場
企
業
に
対
し
、

会
計
基
準
の
選
択
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
（
例
え
ば
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用
を
検
討
し
て

い
る
か
な
ど
）
に
つ
い
て
、
投
資
家
に
説
明
す

る
よ
う
東
京
証
券
取
引
所
か
ら
促
す
こ
と
と

す
る
。」
と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。 

必
ず
し
も
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
の
見
解

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
上
場
企
業
に
と
っ
て

は
、
自
社
と
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
い
い
機
会

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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監
査
法
人
Ａ
＆
Ａ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（
Ａ
Ａ
Ｐ
）
は
、
大
手

監
査
法
人
と
中
小
監
査
法
人

の
メ
リ
ッ
ト
を
併
せ
持
つ
「
ミ

ド
ル
ク
ラ
ス
の
監
査
法
人
」
を

実
現
し
た
い
と
考
え
設
立
さ

れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
理
想
は
社
是
・
社

訓
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

[

社
是] 

B
e
 o

f g
o
o
d use

 

（役
に
立
つ
） 

[

社
訓] 

一
、
証
券
市
場
に
対
す
る
貢
献 

二
、
顧
客
に
対
す
る
貢
献 

三
、
仲
間
に
対
す
る
貢
献 

 

私
た
ち
は
常
に
こ
の
理
想

を
追
求
し
な
が
ら
、
高
品
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。 発行 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ 
事業開発部 
〒103-0027 
東京都中央区日本橋1-16-11 
日本橋Ｄスクエア２階 
☎03(5200)1636 
http://www.aap.or.jp 
e-mail:ipo@aap.or.jp 

「
お
ー
い
、
さ
き
ち
ゃ
ん
」 

「
な
ん
で
す
か
、
部
長
？
」 

「
オ
レ
の
切
符
知
ら
な
い
？ 

来

週
の
出
張
の
切
符
な
ん
だ
け
ど
」 

「
え
ー
っ
、
こ
の
決
算
っ
て
時
に
、

ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
？
」 

「
北
陸
の
方
に
オ
レ
が
監
査
役
を

や
っ
て
る
子
会
社
が
あ
っ
て
ね
」 

「
北
陸
Ａ
Ｋ
Ｂ
か
あ
。
い
い
な
あ
」 

「
ア
イ
ド
ル
に
は
興
味
な
い
よ
」 

「
甘
エ
ビ
、
カ
ニ
、
ブ
リ
の
こ
と
ら

し
い
で
す
よ
。
と
こ
ろ
で
、
切
符
が

見
つ
か
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」 

「
昨
日
、
総
務
か
ら
受
け
取
っ
て
、

今
話
題
の
北
陸
新
幹
線
の
切
符
だ

か
ら
っ
て
フ
ロ
ア
中
に
見
せ
び
ら

か
し
て
回
っ
て
た
ん
だ
よ
な
」 

「
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
」 

「
開
業
直
後
の
こ
の
時
期
、
指
定
席

も
ギ
リ
ギ
リ
取
れ
た
ん
だ
ぜ
」 

「
何
も
こ
ん
な
時
期
に
行
か
な
く

て
も
い
い
の
に
」 

「
ち
ゃ
ん
と
お
土
産
買
っ
て
く
る

か
ら
さ
。
そ
う
言
え
ば
、
ギ
リ
ギ
リ

で
思
い
出
し
た
け
ど
、
今
年
度
の
税

制
改
正
、
な
ん
と
か
３
月
末
に
間
に

合
っ
た
よ
う
だ
ね
」 

「
お
か
げ
で
こ
の
決
算
で
、
グ
ル
ー

プ
会
社
の
法
定
実
効
税
率
、
全
部
見

直
し
で
す
よ
」 

「
法
定
実
効
税
率
が
下
が
る
分
、
繰

延
税
金
資
産
が
減
る
ん
だ
よ
な
。
た

だ
、
そ
れ
に
し
ち
ゃ
、
オ
レ
が
来
週

行
く
子
会
社
、
繰
延
税
金
資
産
が
や

け
に
大
き
く
減
っ
て
る
ん
だ
け
ど
」 

「
そ
れ
法
定
実
効
税
率
の
影
響
だ

け
で
は
な
い
で
す
ね
。
繰
延
税
金
資

産
の
回
収
可
能
性
の
区
分
が
①
か

ら
②
に
な
っ
た
影
響
で
す
よ
」 

「
区
分
②
だ
と
確
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

リ
ン
グ
不
能
な
分
は
繰
延
税
金
資

産
を
計
上
で
き
な
い
ん
だ
っ
け
？
」 

「
そ
れ
で
今
回
、
売
ろ
う
と
思
っ
た

ま
ま
持
っ
て
る
株
の
過
去
の
評
価

減
に
係
る
繰
延
税
金
資
産
を
取
崩

さ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
」 

「
い
く
ら
売
れ
る
時
期
が
不
明
だ

か
ら
っ
て
、
売
れ
た
時
に
は
損
金
算

入
さ
れ
て
回
収
で
き
る
こ
と
は
ほ

ぼ
確
実
な
の
に
理
不
尽
だ
よ
な
」 

「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
今
の
日
本
の

ル
ー
ル
で
は
、
繰
延
税
金
資
産
の
回

収
可
能
性
に
関
し
て
、
あ
る
程
度
客

観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
簡
単
に

で
き
る
反
面
、
判
断
が
画
一
的
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
、
か
え
っ
て
企
業
の

実
態
を
表
し
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
指
摘
も
あ
る
ん
で
す
よ

ね
。
だ
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
で
は
今
、
繰

延
税
金
資
産
の
回
収
可
能
性
に
関

す
る
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
」 

「
ま
さ
か
、
ま
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
と
の
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
と
か
言
っ
て
、
今

ま
で
と
全
然
違
う
ル
ー
ル
に
な
っ

た
り
し
な
い
だ
ろ
う
ね
」 

「
主
な
見
直
し
項
目
と
し
て
、
区
分

を
判
断
す
る
と
き
に
利
益
で
は
な

く
課
税
所
得
を
基
準
と
す
る
こ
と

に
し
た
り
、
区
分
ご
と
の
回
収
可
能

額
を
も
う
少
し
柔
軟
に
判
断
で
き

る
よ
う
に
し
た
り
と
い
っ
た
点
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
基
本
的

に
は
今
の
ル
ー
ル
の
体
系
を
踏
襲

し
た
も
の
に
な
る
よ
う
で
す
よ
」 

「
理
不
尽
な
点
さ
え
見
直
し
て
く

れ
り
ゃ
、
区
分
が
あ
っ
た
方
が
実
務

的
に
は
助
か
る
も
ん
な
」 

「
当
初
は
、
区
分
を
廃
止
し
よ
う
っ

て
い
う
議
論
も
あ
っ
た
よ
う
な
ん

力
の
浸
透
を
招
き
問
題
が

多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で

す
。
優
良
な
上
場
企
業
を

輩
出
し
て
い
く
た
め
に
は

ま
ず
何
よ
り
も
「
社
長
」

の
覚
悟
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
社
長
と
い
う
の
は

商
人
で
す
が
、
武
人
と
し

て
の
心
得
も
持
っ
て
頂
き

の
取
引
」
…
経
営
陣
や
そ
の
一
族

に
よ
る
会
社
の
私
物
化
の
虞
は
な

い
か
、
一
般
の
株
主
に
不
利
益
は

な
い
か
、「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
体
制
」
…
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）

や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
体
制
は

で
き
て
い
る
か
、
そ
れ
が
適
切
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
が
そ
の
基
本

的
な
ス
タ
ン
ス
で
す
。 

最
近
株
式
上
場
の
復
活
が
話
題

に
な
っ
て
き
て
い
て
、
上
場
審
査

た
い
。
俺
の
会
社
を
守
る
と
い
う

気
迫
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
「
リ
ス
ク
」
と
い
う
も

の
を
よ
く
よ
く
理
解
し
て
頂
き
、

そ
の
本
質
を
見
抜
い
て
頂
き
た

い
。
私
達
も
微
力
な
が
ら
誠
実
な

社
長
さ
ん
達
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
次
回
か
ら
は
視
点
を
変

え
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
お
話
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
20
数

回
に
わ
た
り
株
式
上
場
で
の
審
査

に
関
す
る
お
話
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
あ
た
り
で
一
区
切
り
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

お
話
し
し
て
き
た
よ
う
に
上
場
審

査
は
、「
事
業
性
」
…
会
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
成

長
性
が
あ
る
か
、
経
営
に

安
定
性
は
あ
る
か
、「
計
数

管
理
体
制
」
…
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
て
経

理
を
中
心
と
し
た
数
値
で

の
管
理
が
で
き
て
い
る

か
、「
特
別
利
害
関
係
者
と

基
準
の
改
定
等
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
促
進
の

機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
水
を
差
す
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
11

年
以
降
の
新
興
市
場
の
相
次
ぐ
開

設
に
よ
り
、
新
興
企
業
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ

ブ
ー
ム
が
過
熱
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
世

界
に
反
社
会
的
勢
力
や
反
市
場
勢

【
編

集
後
記

】
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
、
一
部
の
会
社
の
対
応
の

悪
さ
か
ら
、
こ
の
増
加
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
上

場

は
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
投

資

家

の
信

頼

を
前

提

に
集

め
た
資

金
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
の
手
段

で
す
。
投
資
家
に
信
頼
さ
れ
る
会
社

と
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
今
一
度
し
っ
か
り
考
え
る
時
だ

と
思
い
ま
す
。
（
吉
村
） 

で
す
け
ど
ね
。
切
符
と
同
じ
、
な
く

な
っ
た
ら
困
る
ん
で
す
よ
」 

「
も
ら
っ
た
ら
す
ぐ
し
ま
っ
と
く

ん
だ
っ
た
よ
。
ま
っ
た
く
、
後
か
ら

考
え
り
ゃ
バ
カ
な
こ
と
し
た
よ
な
」 

「
あ
っ
、
そ
れ
も
Ａ
Ｋ
Ｂ
だ
」 （

終
） 

  


